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業績予想の修正および特別損失の発生に関するお知らせ 

 

最近の営業状況を踏まえ、平成 20 年４月 25 日の決算発表時に公表いたしました平成 21 年３月期（平成 20

年４月１日～平成21年３月31日）の業績予想を下記のとおり、修正いたしますとともに、平成21年３月期第４四

半期において発生いたしました特別損失についてお知らせいたします。 

 

記 

1．業績予想修正の内容 

（１）平成 21年３月期（平成 20年４月１日～平成 21年３月 31日） 

連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株あたり 

当期純利益 

前回発表予想 (A) 27,656 1,809 1,787 1,141 92 円 77 銭 

今回修正予想 (B) 27,119 1,098 1,244 333 27 円 07 銭 

増 減 額 (B－A) △537 △711 △543 △808 － 

増 減 率(％) △1.9 △39.3 △30.4 △70.8 － 

（ご参考）前年実績 25,496 2,822 2,722 1,757 142 円 93 銭 

 

（２）平成 21年３月期（平成 20年４月１日～平成 21年３月 31日） 

個別業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株あたり 

当期純利益 

前回発表予想 (A) 21,908 914 1,012 587 47 円 72 銭 

今回修正予想 (B) 19,796 605 811 21 1 円 71 銭 

増 減 額 (B－A) △2,112 △309 △201 △566 － 

増 減 率(％) △9.6 △33.8 △19.9 △96.4 － 

（ご参考）前年実績 20,113 1,836 1,864 1,178 95 円 82 銭 



 
 

 

２．修正の理由および特別損失の発生 

 昨年秋以降の世界的な金融危機、景気下降局面入りなどに端を発した生産調整・設備投資抑制などの影

響により、12 月以降の受注が、大幅に減少しました。その結果、売上高、営業利益および経常利益は、当初

予想値より減少する見込みです。 

 また、特別損失につきましては、投資有価証券として保有している日本ケミカルリサーチ株式会社の時価が、

取得簿価の 50％を割り込んだため、有価証券の評価損を約 740 百万円計上することなどにより、当期純利益

が、当初予想値より大幅に減少する見込みです。 

 

３．配当予想について 

配当予想につきましては、平成 20年４月 25日の決算発表時に公表した内容から変更はありません。 

 

【見通しに関する留意事項】 

上記の予想は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


